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友
草
　
水
月 

選

「
当
季
雑
詠
」

虫
時
雨
ひ
と
り
で
聞
く
は
「
新
世
界
」

岡
村
　
嘉
夫

（
評
）
秋
の
夜
一
人
で
「
新
世
界
」
の
曲
を
聞
い

て
い
る
の
で
あ
る
。
外
は
虫
の
音
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
一
人
で
静
か
に
聞
き
浸
っ
て
い
る
。
そ

の
様
子
が
鮮
明
に
詠
ま
れ
無
駄
な
く
ま
と
め
て

い
る
。

　「
新
世
界
よ
り
」
は
ボ
ヘ
ミ
ア
（
チ
ェ
コ
共
和

国
）
の
作
曲
家
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
交
響
曲
で

あ
り
、「
新
世
界
」
と
は
新
し
く
発
見
さ
れ
た
ア

メ
リ
カ
大
陸
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

○
雨
音
の
か
む
さ
り
に
け
り
虫
の
宿松

本
た
か
し

　覚
束
な
城
の
石
段
月
の
客

植
田
　
紀
子

（
評
）
お
月
見
に
高
知
城
の
石
段
を
登
っ
た
。

月
夜
と
は
い
え
薄
暗
く
不
揃
い
な
石
段
に
足
取

り
も
覚
束
な
く
な
り
、
足
を
取
ら
れ
そ
う
に
な

る
。
下
五
の
「
月
の
客
」
で
座
り
も
良
く
情
景

が
よ
く
分
か
る
。
季
語
の
月
は
単
に
月
と
い
え

ば
秋
の
月
を
指
す
。
雪
月
花
の
一
つ
で
古
来
大

い
に
詩
歌
に
詠
ま
れ
物
語
の
背
景
を
支
え
て
き

た
。
春
は
春
の
月
、
夏
は
夏
の
月
、
冬
は
冬
の

月
を
季
語
と
す
る
。

○
名
月
や
杉
に
更
け
た
る
東
大
寺

夏
目
　
漱
石

愛
称
で
語
ら
い
尽
き
ず
敬
老
会

川
村
　
博
子

（
評
）「
あ
ら
博
ち
ゃ
ん
か
」「
松
ち
ゃ
ん
か
よ
」

と
昔
呼
び
合
っ
た
仲
。
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ

せ
て
昔
話
に
花
を
咲
か
す
懐
か
し
い
顔
が
揃
う

敬
老
会
で
あ
る
。
敬
老
の
日
は
日
本
の
祝
日
と

し
て
「
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
て
き
た

老
人
を
敬
愛
し
長
寿
を
祝
う
」
日
で
あ
る
。
以

前
は
9
月
15
日
で
あ
っ
た
が
現
在
は
9
月
の
第

3
月
曜
日
と
改
正
さ
れ
て
連
休
と
な
っ
た
。

○
お
の
が
名
に
振
り
仮
名
つ
け
て
敬
老
日

長
谷
川
双
魚

　色
づ
き
し
柘
榴
は
数
多
風
遊
ぶ

津
田
　
久
美

（
評
）
今
年
は
柘
榴
の
実
が
た
く
さ
ん
な
っ
た
。

紅
色
に
熟
れ
は
じ
め
風
の
中
に
揺
れ
て
い
る
。

写
生
句
で
あ
る
が
下
五
の
「
風
遊
ぶ
」
で
一
段

と
句
が
深
く
な
っ
た
。

　
柘
榴
は
ザ
ク
ロ
科
の
落
葉
木
で
、
実
柘
榴
と

実
を
つ
け
な
い
花
柘
榴
が
あ
る
。
実
が
熟
す
と

厚
く
硬
い
果
皮
が
裂
け
、
中
に
多
数
の
種
子
が

あ
る
。こ
れ
を
食
用
と
す
る
が
甘
酸
っ
ぱ
い
味
で

あ
る
。
昔
は
よ
く
庭
に
植
え
ら
れ
て
い
た
が
最

近
は
あ
ま
り
柘
榴
の
木
は
見
か
け
な
く
な
っ
た
。

○
笑
み
割
れ
て
柘
榴
す
ざ
ま
じ
武
家
小
路

新
井
佳
津
子

　
　二
句
抄

一
片
の
花
び
ら
髪
に
秋
ざ
く
ら

 
國
田
　
貞
子

か
さ
か
さ
と
桜
紅
葉
の
散
り
い
そ
ぐ

一
品
の
ひ
と
り
の
晩
酌
虫
時
雨

 

森
岡
　
照
月

赤
い
羽
根
平
穏
な
暮
し
願
い
つ
つ

千
枚
田
結
の
絆
の
稲
を
刈
る

 

大
川
　
節
弥

断
捨
離
の
手
紙
に
過
去
が
消
え
し
秋

鳥
渡
る
視
界
の
果
に
あ
る
故
郷

 
刈
谷
　
志
津

こ
ん
な
に
も
近
く
大
き
今
日
の
月

俳
句
に
は
俳
句
の
香
り
銀
木
犀

 
竹
崎
た
か
ひ
ろ

川
柳
も
大
根
も
大
根
の
味
が
す
る

怠
け
癖
年
ご
と
に
増
せ
り
秋
暑
し

 小
野
川
町
子

ど
こ
に
で
も
座
り
た
く
な
る
秋
日
和

ボ
ロ
ボ
ロ
の
猛
暑
に
も
耐
ゆ
広
辞
苑

 田
蔦
恵
美
子

生
け
垣
の
見
え
隠
れ
し
て
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム

ぽ
っ
か
り
と
白
雲
一
つ
秋
を
刈
る

 
片
岡
　
包
女

浴
槽
に
独
り
の
冥
利
柚
子
浮
か
す

出
不
精
と
な
り
て
テ
レ
ビ
の
初
紅
葉

 岡
村
　
嘉
夫

八
千
草
や
日
課
の
団
地
ひ
と
め
ぐ
り

 植
田
　
紀
子

き
ね
か
つ
ぎ
剥
き
つ
つ
明
日
は
子

 
川
村
　
博
子

無
花
果
の
甘
さ
と
ろ
け
る
朝
な
夕
な

 津
田
　
久
美

秋
空
へ
青
む
双
葉
の
チ
ン
ゲ
ン
菜

 
友
草
　
水
月

読
み
さ
し
の
句
集
に
は
さ
む
虫
の
声

　
　
名
　
句
　
鑑
　
賞 

　
　
　
　
水
月

芋
の
露
連
山
影
を
正
し
う
す

飯
田
　
蛇
笏

　
作
者
の
眼
前
に
は
芋
畑
が
広
が
っ
て
い
る
。

今
朝
は
風
も
な
く
静
か
で
よ
く
晴
れ
て
い
る
。

空
が
青
く
て
高
い
。
芋
の
葉
の
一
枚
ず
つ
に
露

の
玉
が
転
が
り
、
光
っ
て
い
る
。
辺
り
の
空
気

も
露
け
さ
に
満
ち
て
い
る
。
芋
畑
の
向
こ
う
に

は
何
軒
か
の
農
家
が
見
え
、
そ
の
向
こ
う
に
甲

斐
の
山
脈
が
連
な
っ
て
い
る
。
甲
斐
駒
ヶ
岳
も

白
根
山
系
も
見
え
る
。
甲
州
の
山
々
は
険
し
い
。

そ
の
山
の
襞
々
の
一
つ
ず
つ
が
は
っ
き
り
と
見

え
る
。
そ
れ
は
空
気
が
澄
ん
で
い
る
か
ら
だ
ろ

う
。
日
ご
ろ
は
見
慣
れ
て
い
る
山
々
だ
が
、
今

朝
は
こ
と
さ
ら
に
折
目
正
し
く
見
え
る
。

　
近
景
に
芋
の
葉
に
置
く
露
。
そ
し
て
遠
景
に

連
山
と
絵
で
描
く
遠
近
法
と
構
成
の
は
っ
き
り

し
た
句
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
構
成
が
わ
ざ

と
ら
し
く
な
く
自
然
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
環

境
に
父
祖
代
々
住
み
、
作
者
自
身
も
子
ど
も
の

と
き
か
ら
育
っ
た
地
だ
か
ら
で
毎
日
毎
日
、
四

季
そ
れ
ぞ
れ
の
姿
を
見
慣
れ
た
景
色
な
の
で
あ

る
。

　
飯
田
蛇
笏
は
山
梨
県
出
身
の
俳
人
で
地
元
の

農
村
で
生
活
し
故
郷
に
住
む
感
慨
を
さ
り
げ
な

く
詠
ん
だ
人
で
あ
る
。

　
　次

　
　題

　「当
季
雑
詠
」

　
　締
め
切
り

　毎
月
5
日

投
句
先

　
　
教
育
委
員
会
事
務
局

　
い
の
町
1
7
0
0

－

1

8
9
3

－

1
9
2
2

い
の
流
水
俳
壇

◆全国和紙ちぎり絵サークル選抜いの展
　12月6日（日）まで開催中
2014年に仙台市で開催された「全
国和紙ちぎり絵サークル第16回展」
（主催：がんぴ舎）出展作品の中か
ら、約80点をお借りし展示します。
和紙の繊維や、重ね合わせること
で生まれる色の美しさなど、ちぎ
り絵ならではの多様な表現をお楽
しみください。

◆いの町和紙ちぎり絵サークル
　30周年記念展
　12月6日（日）まで開催中
いの町和紙ちぎり絵サークルの30
周年の節目を記念し、土佐和紙の
魅力を伝えるちぎり絵作品約40点
を展示します。

◆草流舎2016素朴な干支展
　12月1日（火）～1月11日（月）
いの町の草流舎（主宰：田村雅昭
氏）の郷土玩具「土佐和紙漆喰張
り子“こだき申”」は平成28年用年
賀82円郵便切手の題材に選ばれま
した。土佐和紙を幾重にも張り重
ね漆喰で彩色した張り子の中には、
無病息災や魔除けの意味があると
いわれる「無患子」の実が入ってお
り、振ると優しい音色が響きます。
干支の張り子を中心に、素朴で温
かみのある草流舎の作品約700点
を展示販売します。
●絵付け体験
日時　　12月12日（土）・13日（日）
　　　　13：00～15：00
対象　　小学生以上
定員　　各日15名
参加費　2,000円（別途入館料要）
持ってくるもの　タオル

土佐和紙書き初め大会開催見送
りのお知らせ
高知県手すき和紙協同組合が主催す
る「土佐和紙書き初め大会」は、諸
般の事情により本年度も開催を見送
ることとなりました。例年ご参加くだ
さっておりました皆様には大変申し
訳ございませんが、何卒ご了承くだ
さいますようお願い申し上げます。

◇モロッコ・トルコの手織りキリム・絨毯展
　～コレクティブ敷物と西洋アン
ティーク陶器・ガラス食器～
　12月2日（水）まで開催中
高知市、ギャラリーカフィラの展
示会です。主にモロッコ・トルコの
温かい手織りラグ、風格のあるカ
ーペットなど中近東を中心とした
敷物、約50点、一点物の西洋アン
ティーク食器、お皿、カップ、グラ
スなど約30点を展示販売します。

◇野生蘭と山野草展2
　12月6日（日）～12月10日（木）
蘭科植物保存会の展示会です。
蘭科植物や山野草など合わせて約
100点を展示販売します。

◇古布・着物リメイク展示即売展
　12月12日（土）～12月20日（日）
高知市、井本さんご夫婦の展示会
です。古布や着物で作った世界に
一つしかないリメイク洋服を中心
にバッグ、焼物、油絵など約250
点を展示販売します。

◇ハンドメイドな･くる年･歩道･いろ･色展
　12月21日（月）～12月24日（木）
香南市のkuuさんの展示会です。ち
ょっとお洒落な普段着をテーマに天
然素材、着物素材を使った洋服、布
小物、編みアクセサリー、お正月飾
りなど約120点、素材としての着物や
反物など約50点を展示販売します。

◇初春の市
　1月2日（土）～1月5日（火）
特選呉服いしはらの展示会です。初
春にふさわしく、伝統工芸のきも
のや帯、華やかな和装小物など約
300点を展示販売します。

◇土佐焼雷電窯　中島進　陶展　
　1月12日（火）～1月17日（日）
高知市の作陶家　中島進さんの展
示会です。高知の土による陶芸作
品、壺、水指、花入れ、普段使いの食
器など約200点を展示販売します。

紙の博物館

●開館時間　9：00～17：00
●休 館 日　毎週月曜日
 （ただし、祝日は開館し翌日は休館）
●年末年始の休館日
　12月27日～1月1日

■販売コーナーは、入場無料です。
■購入日から1年間、何度でも入場
できるお得な年間観覧券（1,500
円）販売中

893－0886

http://kamihaku.com/ 検索

12月・1月の催し物
◆松井豊美　手づくり紙芝居の歩み展
　～紙芝居がつむいだ輪～
　12月8日（火）～12月22日（火）
四万十町在住の松井豊美氏は、県
内の施設や小学校などで自作の紙
芝居を上演し、地域の自然や文化、
歴史などを広く伝える活動を行って
います。今回は、これまで制作して
きた紙芝居10点を展示し人と人を
つなぐ紙芝居の魅力を発信します。
上演日時　12月13日（日）・20日（日）
　　　　　13：30～

◆YOUTH
　12月12日（土）～12月25日（金）
いの町出身の筒井美夏氏による、
和紙を重ねた新しい表現のちぎり
絵作品約20点を展示します。
作者受賞歴
第32回　高知県女流展工芸部門　
青潮賞
第5回　いの美術展紙部門　特選
第33回　高知県女流展工芸部門　
推薦
第6回　いの美術展　大賞

◆手づくり紙芝居コンクール
　本選及び表彰式
　1月17日（日）12時～16時
　優秀作品展
　1月20日（水）～1月31日（日）
自作自演の手づくり紙芝居コンク
ールを開催し、その優秀作品を展
示します。本選では、本人による実
演を行います。見学も大歓迎です。

作　品　募　集
■第9回全国土佐和紙はがき絵展
募集締切　　　　12月23日（水）
土佐和紙を多くの人に知っていただ
き、その素晴らしさを実感してもら
おうと、全国からはがき絵作品を募
集します。応募には、指定の土佐和
紙はがきをご利用ください。紙の
博物館・高新プレイガイドで販売
しています。5枚セット（サンプル1
枚付）…250円ドーサ引き（にじみ止
め加工）と、ドーサなしがあります。

 開館30周年記念連続講演会のご案内
紙の博物館開館30周年を記念して、
紙に関する全5回の連続講座を開
催します。
第4回「工場見学」
日時　1月21日（木）13：00～
会場　金星製紙株式会社 日高工場
概要　各種不織布とその加工品を生
産・販売する日本の乾式不織布のパ
イオニア的企業を見学します。なお、
同業者の参加はご遠慮いただいてお
りますので、何卒ご了承ください。
定員　20名
申込締切日　1月14日


